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電気料金高騰の背景と
今後の見通し

　2022 年、電気代が高騰しました。ロシアによるウクライナ侵攻が原因で世界的エネルギー危機が
発生し電気代が値上がりしている、というのがおおかたの見方と思われます。
　「ロシアは世界一の化石燃料輸出国」だと著者はキーワードを提示し、50 年前の中東産油国のよう
に今、世界を揺さぶるのはロシアだと指摘します。
　なぜこんなに深刻なエネルギー危機になったのか、これから日本のエネルギー価格はどうなるのか、
そして安全保障政策はどのように進めるべきなのか。ロシアと欧州、その背景にある事情を鋭く見抜き、
著者は新たな視座を提供します。

こ
の
冬
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
で
は
2
0
2
2
年
か
ら
続
く
電
気

料
金
の
上
昇
に
関
す
る
投
稿
が
目
に
つ
い
た
。「
電
気
料
金
が
10
万

円
を
超
え
た
！
」「
請
求
料
金
が
間
違
い
か
と
思
っ
て
電
力
会
社
に

問
い
合
わ
せ
た
」「
電
気
代
が
上
が
っ
て
お
店
が
赤
字
に
」と
驚
く

消
費
者
が
多
か
っ
た
。
都
市
ガ
ス
料
金
は
電
気
料
金
以
上
に
上
昇

し
て
い
る
の
だ
が
、
一
般
的
に
は
電
気
料
金
の
支
払
額
が
相
対
的

に
大
き
い
の
で
目
立
っ
た
よ
う
だ
。

な
ぜ
、
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ロ
シ
ア
が
始
め
た

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦
争
に
よ
り
化
石
燃
料
価
格
が
上
昇
し
、
そ
の

影
響
が
日
本
に
も
及
ん
だ
と
理
解
し
て
い
る
消
費
者
が
多
い
と
思

う
。
そ
の
通
り
な
の
だ
が
、
話
は
そ
う
単
純
で
も
な
い
。
ロ
シ
ア

は
、
2
0
2
2
年
2
月
24
日
に
戦
争
を
始
め
る
半
年
前
か
ら
、
戦

争
の
準
備
と
し
て
戦
費
を
つ
く
る
た
め
意
図
的
に
化
石
燃
料
価
格

を
上
昇
さ
せ
た
節
が
見
ら
れ
る
。

1
9
7
3
年
、
い
き
な
り
石
油
の
価
格
が
4
倍
に
な
っ
た
第
一

次
石
油
危
機
時
に
は
、
中
東
の
産
油
国
が
石
油
を
武
器
に
主
要
国

を
揺
さ
ぶ
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
、
ロ
シ
ア
が
か
つ
て
の
中
東
産

油
国
の
立
場
に
座
っ
て
い
る
。

ロ
シ
ア
は
世
界
一
の
化
石
燃
料
輸
出
国
。
石
油
、
天
然
ガ
ス
輸

出
量
は
世
界
一
、
石
炭
は
世
界
3
位
だ
か
ら
、
輸
出
数
量
を
削

減
す
れ
ば
簡
単
に
価
格
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
価
格
が
大

き
く
上
昇
す
れ
ば
、
出
荷
減
を
補
い
余
り
あ
る
収
入
増
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
欧
州
向
け
天
然
ガ
ス
輸
送
ル
ー
ト
で
あ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

経
由
の
輸
送
量
を
削
減
す
れ
ば
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
支
払
う
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
使
用
料
も
減
ら
す
こ
と
が
で
き
、
財
力
も
弱
め
る
こ
と
が

で
き
る
。
一
石
二
鳥
だ
。
ロ
シ
ア
の
狙
い
は
当
た
り
、
天
然
ガ
ス
価

格
は
上
が
り
、
ロ
シ
ア
の
収
入
は
増
え
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
か
ら
の
収
入
は
減
少
し
た
。

開
戦
後
、
欧
米
日
が
ロ
シ
ア
産
化
石
燃
料
購
入
量
の
削
減
に
乗

り
出
し
た
こ
と
か
ら
、
需
給
バ
ラ
ン
ス
は
大
き
く
崩
れ
、
化
石
燃

料
価
格
は
さ
ら
に
上
昇
し
た
。
ロ
シ
ア
は
欧
州
諸
国
に
販
売
す
る

化
石
燃
料
の
代
金
だ
け
で
毎
週
5
0
0
0
億
円
の
収
入
を
開
戦
後

に
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ロ
シ
ア
は
、
欧
州
と
米
国
が
ウ
ク
ラ
イ

ナ
に
行
っ
て
い
る
援
助
額
の
何
倍
も
の
額
を
欧
州
諸
国
か
ら
化
石

燃
料
代
金
と
し
て
受
け
取
っ
て
い
る
。

欧
州
諸
国
に
と
っ
て
は
不
名
誉
な
こ
の
状
況
が
、
メ
デ
ィ
ア
で

は
大
き
く
報
道
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
欧
州
が
こ
の
状
況
を
変
え

る
た
め
に
は
、
停
電
を
覚
悟
し
、
暖
房
も
諦
め
る
状
況
を
受
け
入

れ
る
し
か
な
い
。
欧
州
で
は
天
然
ガ
ス
火
力
が
発
電
量
の
約
20
％

を
担
っ
て
い
る
。
加
え
て
、
天
然
ガ
ス
は
暖
房
用
燃
料
の
主
体

だ
。
ロ
シ
ア
産
天
然
ガ
ス
の
輸
入
を
断
て
ば
暖
房
が
で
き
ず
凍
死

者
も
出
る
。
ロ
シ
ア
・
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、
欧
州
諸
国
が
そ
ん

な
こ
と
を
す
る
わ
け
も
な
く
、
で
き
な
い
こ
と
は
百
も
承
知
だ
。

10
年
以
上
前
に
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
天
然
ガ
ス
供
給
を
途
絶
さ
せ

た
時
に
欧
州
諸
国
は
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
た
歴
史
が
あ
る
。

2
0
0
9
年
、
ロ
シ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
の
天
然
ガ
ス
の
価
格

交
渉
の
難
航
を
理
由
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
向
け
天
然
ガ
ス
供
給
を
厳
冬

期
に
10
日
以
上
途
絶
さ
せ
た
。
当
時
、
欧
州
向
け
天
然
ガ
ス
の
約

9
割
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
経
由
の
輸
送
だ
っ
た
の
で

欧
州
向
け
供
給
も
大
半
が
途
絶
し
た
。
当
時
の
欧
州
大
統
領（
Ｅ
Ｕ



【図1】
 日本とEUのエネルギー価格上昇率推移
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世
界
中
で
上
昇
す
る

世
界
中
で
上
昇
す
る

化
石
燃
料
価
格
と
物
価

化
石
燃
料
価
格
と
物
価

価
格
上
昇
を
引
き
起
こ
し
た

価
格
上
昇
を
引
き
起
こ
し
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障

理
事
会
の
常
任
議
長
）は
、
十
分
な
備
蓄
設
備
を
ま
だ
保
有
し
て
い

な
か
っ
た
東
欧
の
国
の
首
相
か
ら「
天
然
ガ
ス
を
手
当
し
て
く
れ
。

死
者
が
出
る
」と
30
分
ご
と
に
悲
痛
な
声
の
電
話
が
あ
っ
た
と
述
べ

て
い
る
。
ロ
シ
ア
の
天
然
ガ
ス
が
な
い
と
欧
州
諸
国
は
生
き
ら
れ

な
い
の
だ
。

プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
化
石
燃
料
の
供
給
を
武
器
と
し
て
利
用
で

き
る
こ
と
を
、
こ
の
時
か
ら
知
っ
て
い
た
。
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の

戦
争
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
上
昇
を
通
し
世
界
中
で
物
価
上
昇

を
引
き
起
こ
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
重
要
性
を
あ
ら
た
め
て
認
識
さ

せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
加
え
て
、
日
本
を
含
む
主
要
国
の
安
全
保

障
に
関
す
る
考
え
を
根
底
か
ら
変
え
さ
せ
る
こ
と
と
な
り
、
新
た

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
構
築
を
迫
る
こ
と
に
な
っ
た
。
プ
ー
チ
ン

大
統
領
が
恐
ら
く
意
図
し
て
い
な
か
っ
た
欧
米
日
の
脱
中
国
戦
略

ま
で
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
っ
た
。

欧
州
発
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
は
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
深
ま
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
こ
れ
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

主
要
国
は
安
全
保
障
政
策
を
ど
う
変
え
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

欧
州
主
要
国
の
物
価
上
昇
率
は
2
0
2
2
年
よ
り
は
落
ち
着
い
て

き
た
も
の
の
、
依
然
と
し
て
高
い
水
準
に
あ
る
。
2
0
2
3
年
2
月

の
対
前
年
同
月
比
の
物
価
上
昇
率
は
、
欧
州
連
合（
Ｅ
Ｕ
）27
カ
国
平
均

で
9
・
9
％
。
主
要
国
で
は
ド
イ
ツ
9
・
3
％
、
フ
ラ
ン
ス
7
・
3
％
、

イ
タ
リ
ア
9
・
8
％
で
あ
り
、
日
本
の
同
月
の
物
価
上
昇
率
3・
3
％

を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。

欧
州
と
日
本
の
物
価
上
昇
率
が
異
な
る
理
由
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価

格
の
上
昇
率
の
差
に
あ
る
。
欧
州
主
要
国
は
、
電
気
、
都
市
ガ
ス
料

金
へ
の
補
助
金
投
入
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
2
0
2
3
年

2
月
の
前
年
同
月
比
の
電
気
料
金
上
昇
率
は
、
ド
イ
ツ
22
・
7
％
、

フ
ラ
ン
ス
10
・
1
％
、
イ
タ
リ
ア
58
・
2
％
と
大
き
い
も
の
だ
っ
た
。

欧
州
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
上
昇
は
2
0
2
1
年
の
夏
ご
ろ

か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
2
0
2
2
年
2
月
の
段
階
で
も
す
で
に
電
気

料
金
は
大
き
く
上
昇
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
イ
タ
リ
ア
の
2
0
2
2

年
2
月
の
前
年
同
期
比
の
電
気
料
金
上
昇
率
は
、
81
・
9
％
だ
っ
た
。

2
年
間
で
電
気
料
金
は
約
2
・
9
倍
に
な
っ
て
い
る
。

日
本
で
は
2
0
2
3
年
2
月
か
ら
電
気
、
都
市
ガ
ス
料
金
に
政
府

の
補
助
金
が
反
映
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
2
月
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格

（
電
気
、
都
市
ガ
ス
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
、
灯
油
、
ガ
ソ
リ
ン
）の
上
昇
率

は
マ
イ
ナ
ス
0
・
3
％
に
な
っ
た
。
米
国
の
2
月
の
前
年
同
月
比
の

消
費
者
物
価
上
昇
率
は
6
・
0
％
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
は
5
・
2
％

上
昇
し
た
。
米
国
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
1
0
0
％
を
超
え
る
国
な

の
で
、
電
気
に
も
ガ
ソ
リ
ン
に
も
補
助
金
は
投
入
さ
れ
て
お
ら
ず
、

日
本
よ
り
も
上
昇
率
は
高
く
な
っ
て
い
る
。

世
界
中
で
物
価
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
が
上
昇
し
て
い
る
が
、
特
に

欧
州
で
の
上
昇
が
顕
著
だ
。
Ｅ
Ｕ
27
カ
国
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、

イ
タ
リ
ア
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
2
0
2
1
年
か
ら
の
上
昇

率
を
示
す
と【
図
1
】の
と
お
り
だ
。
欧
州
諸
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
が

大
き
な
影
響
を
受
け
た
の
は
、
欧
州
諸
国
が
ロ
シ
ア
産
の
化
石
燃
料
、

す
な
わ
ち
石
油
、
石
炭
、
天
然
ガ
ス
に
依
存
し
て
い
た
か
ら
だ
。

欧
州
諸
国
は
、
な
ぜ
ロ
シ
ア
産
化
石
燃
料
へ
の
依
存
度
を
高
め

る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
ず
、
1
9
7
3
年
に
発
生
し
た

第
一
次
石
油
危
機
の
影
響
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
時
、
世

界
は
中
東
諸
国
中
心
の
産
油
国
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
半
を
依
存
し

て
い
た
。
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
4
分
の
3
以
上
は
石
油
。

発
電
も
石
油
火
力
が
8
割
弱
を
担
っ
て
い
た
。

中
東
の
産
油
国
が
、
親
イ
ス
ラ
エ
ル
国
へ
の
石
油
輸
出
禁
止
を
打
ち

出
し
、
価
格
が
4
倍
に
上
昇
し
た
こ
と
か
ら
、
日
本
を
は
じ
め
主
要
国

は
狂
乱
物
価
に
襲
わ
れ
た
。
こ
の
経
験
か
ら
多
く
の
国
は
、
天
然
ガ

ス
、
石
炭
、
原
子
力
の
利
用
に
よ
る
供
給
源
の
分
散
を
開
始
す
る
。

こ
の
分
散
は
功
を
奏
し
、
石
炭
、
天
然
ガ
ス
、
原
子
力
の
利
用

が
多
く
の
国
で
広
ま
っ
た
。
日
本
の
電
力
部
門
で
も
多
様
化
が
行



【図２】【図３】
 日本の電源別発電電力量の推移
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ロ
シ
ア
へ
の
依
存
を
深
め
た

ロ
シ
ア
へ
の
依
存
を
深
め
た

冷
戦
と
脱
炭
素

冷
戦
と
脱
炭
素

わ
れ
た
。【
図
2
】が
示
す
と
お
り
、
東
日
本
大
震
災
後
、
原
子
力
発

電
の
比
率
は
減
少
し
て
い
る
が
、
第
一
次
石
油
危
機
時
点
と
の
比

較
で
は
電
源
の
分
散
が
達
成
さ
れ
て
い
る
。

欧
州
で
は
フ
ラ
ン
ス
の
よ
う
に
原
子
力
発
電
へ
の
依
存
度
を
高

め
た
国
も
あ
る
が
、
イ
タ
リ
ア
の
よ
う
に
天
然
ガ
ス
へ
の
分
散
を

進
め
た
国
も
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
全
体
の
発
電
量
比
率
は
、
原
子
力
25
％
、

天
然
ガ
ス
20
％
、
風
力
14
％
、
石
炭
と
水
力
が
13
％
ず
つ
だ
。
天

然
ガ
ス
と
石
油
の
世
界
一
の
輸
出
国
は
ロ
シ
ア
だ
。
石
炭
の
輸
出

で
は
ロ
シ
ア
は
世
界
第
3
位
だ
が
、
石
炭
の
輸
出
市
場
で
は
寡
占

化
が
進
ん
で
お
り
ロ
シ
ア
の
シ
ェ
ア
は
20
％
あ
る【
図
3
】。

第
一
次
石
油
危
機
の
経
験
か
ら
世
界
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
多
様

化
を
進
め
た
が
、
そ
の
結
果
、
か
つ
て
の
中
東
諸
国
に
代
わ
り
ロ

シ
ア
へ
の
依
存
度
を
高
め
て
し
ま
っ
た
。
中
東
諸
国
が
石
油
を
武

器
に
世
界
を
揺
さ
ぶ
っ
た
よ
う
に
、
ロ
シ
ア
は
化
石
燃
料
を
武
器

に
世
界
を
脅
か
す
こ
と
が
で
き
る
立
場
に
な
っ
た
。

ド
イ
ツ
の
政
策
と
欧
州
主
要
国
の
脱
炭
素
の
取
り
組
み
、
加
え

て
コ
ロ
ナ
禍
が
ロ
シ
ア
の
立
場
を
さ
ら
に
強
固
に
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
の
流
れ
を
見
て
み
よ
う
。

1
9
6
0
年
代
当
時
の
ソ
連
は
、
衛
星
国
だ
っ
た
東
欧
諸
国
向
け

の
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
建
設
を
開
始
す
る
。
旧
西
ド
イ
ツ
は
そ
の

パ
イ
プ
の
供
給
を
行
っ
た
。
1
9
7
0
年
に
西
ド
イ
ツ
は
、
ソ
連

か
ら
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
敷
設
し
天
然
ガ
ス
を
輸
入
す
る
こ
と
で
合

意
す
る
。
西
ド
イ
ツ
の
狙
い
は
、
ソ
連
と
相
互
依
存
を
深
め
る
こ

と
に
よ
る
冷
戦
の
緊
張
緩
和
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
当
時
西
欧

に
て
圧
倒
的
存
在
感
の
あ
っ
た
米
国
の
影
響
力
を
弱
め
る
目
的
も

あ
っ
た
よ
う
だ
。

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
経
由
の
価
格
競
争
力
の
あ
る
天
然
ガ
ス
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
の
分
散
に
寄
与
す
る
一
方
、
欧
州
、
中
で
も
ド
イ
ツ
の
産
業
の

競
争
力
強
化
に
大
い
に
役
立
っ
た
。
だ
が
、
天
然
ガ
ス
の
9
割
が
ウ
ク

ラ
イ
ナ
経
由
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で
輸
送
さ
れ
て
い
た
た
め
、
問
題
も
起

き
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
も
ロ
シ
ア
か
ら
天
然
ガ
ス
を
購
入
し
て
い
た
が
、

そ
の
価
格
交
渉
が
難
航
し
、
ロ
シ
ア
が
天
然
ガ
ス
供
給
を
停
止
す
る
こ

と
が
2
0
0
6
年
と
2
0
0
9
年
の
厳
冬
期
に
2
度
発
生
し
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
向
け
供
給
が
停
止
す
る
と
、
経
由
し
て
い
る
欧
州
向

け
供
給
も
止
ま
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
経
由
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
へ
の
依
存

を
懸
念
し
た
ド
イ
ツ
は
、
ロ
シ
ア
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
依
存
度
が
高
ま

る
と
懸
念
す
る
声
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ロ
シ
ア
と
ド
イ
ツ

を
直
接
結
ぶ
ノ
ル
ド
・
ス
ト
リ
ー
ム
海
底
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
建
設
に

乗
り
出
し
、
2
0
1
1
年
に
操
業
を
開
始
し
た
。

さ
ら
に
、
ド
イ
ツ
は
ノ
ル
ド
・
ス
ト
リ
ー
ム
２
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の

建
設
に
も
乗
り
出
す
。
米
国
と
欧
州
周
辺
国
か
ら
は
強
い
反
対
の
声

が
あ
り
、
米
国
が
工
事
を
行
っ
て
い
る
企
業
へ
の
制
裁
を
匂
わ
せ
た

こ
と
か
ら
工
事
は
遅
れ
た
が
、
2
0
2
1
年
9
月
に
完
工
し
た
。
完

工
後
ド
イ
ツ
政
府
は
使
用
前
検
査
を
行
っ
て
い
た
が
、
ロ
シ
ア
と
ウ

ク
ラ
イ
ナ
と
の
緊
張
の
高
ま
り
を
受
け
2
0
2
2
年
2
月
22
日
、
使

用
前
検
査
の
停
止
を
発
表
す
る
。
ロ
シ
ア
が
戦
争
を
始
め
た
の
は
、

そ
の
2
日
後
だ
っ
た
。

ド
イ
ツ
を
は
じ
め
欧
州
諸
国
の
ロ
シ
ア
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
依
存
が

深
ま
っ
た
原
因
は
ほ
か
に
も
あ
る
。
欧
州
諸
国
が
進
め
た
脱
炭
素
、

脱
石
炭
だ
。
化
石
燃
料
の
中
で
石
炭
は
最
も
二
酸
化
炭
素
排
出
量
が

多
い
。
そ
の
た
め
、
環
境
活
動
家
は
石
炭
を
目
の
敵
に
し
、
多
く
の
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ロ
シ
ア
が
変
え
た
安
全
保
障
政
策

ロ
シ
ア
が
変
え
た
安
全
保
障
政
策

機
関
投
資
家
と
金
融
機
関
も
石
炭
と
そ
の
関
連
設
備
へ
の
投
融
資
を

止
め
た
。
欧
州
の
電
力
会
社
も
老
朽
化
し
た
石
炭
火
力
の
閉
鎖
を
進

め
た
が
、
建
て
替
え
を
行
わ
な
か
っ
た
。

石
炭
火
力
の
発
電
量
の
減
少
分
の
一
部
は
、
太
陽
光
、
風
力
な
ど

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
以
下
、
再
エ
ネ
）の
発
電
設
備
が
担
っ
た

が
、
そ
れ
で
は
必
要
な
発
電
量
に
は
達
せ
ず
、
結
局
天
然
ガ
ス
火
力

が
発
電
量
を
増
や
し
た
。
Ｅ
Ｕ
の
化
石
燃
料
輸
入
比
率
は
、
石
油
は

ほ
ぼ
全
量
、
天
然
ガ
ス
は
ロ
シ
ア
の
侵
攻
開
始
前
数
年
間
を
見
る

と
、
8
割
か
ら
9
割
、
石
炭
は
約
４
割
だ【
図
4
】。
ロ
シ
ア
の
開
戦

前
、
Ｅ
Ｕ
は
原
油
輸
入
量
の
4
分
の
１
、
天
然
ガ
ス
の
約
6
割
、
石

炭
の
約
5
割
を
ロ
シ
ア
に
依
存
し
て
い
た
。

供
給
の
半
分
以
上
を
ロ
シ
ア
に
依
存
し
て
い
る
天
然
ガ
ス
の
消

費
量
が
増
え
た
た
め
ロ
シ
ア
依
存
度
は
さ
ら
に
高
ま
り
、
プ
ー
チ

ン
大
統
領
が
つ
け
込
む
余
地
が
で
き
た
。
2
0
2
1
年
前
半
、
欧

州
は
20
年
ぶ
り
の
凪な

ぎ

と
な
り
、
風
力
発
電
設
備
か
ら
の
発
電
量
が

大
き
く
落
ち
込
み
、
天
然
ガ
ス
火
力
の
利
用
率
が
上
昇
し
た
。
ロ

シ
ア
は
、
2
0
2
1
年
夏
ご
ろ
か
ら
天
然
ガ
ス
供
給
量
の
削
減
に

よ
り
価
格
を
上
昇
さ
せ
始
め
た
。

天
然
ガ
ス
価
格
の
上
昇
に
直
面
し
た
欧
州
諸
国
は
、
石
炭
火
力
の

利
用
率
を
上
げ
天
然
ガ
ス
か
ら
石
炭
へ
消
費
を
移
す
こ
と
に
よ
り
、

発
電
コ
ス
ト
の
抑
制
に
乗
り
出
し
、
石
炭
を
米
国
、
豪
州
な
ど
か
ら

追
加
で
買
い
付
け
始
め
た
。
と
こ
ろ
が
、
脱
石
炭
を
目
指
し
て
い
た

こ
と
か
ら
炭
鉱
へ
の
投
融
資
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
十
分

な
供
給
量
が
な
く
石
炭
価
格
も
上
昇
を
始
め
た
。

さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
が
大
き
く

落
ち
込
ん
だ
た
め
、
化
石
燃
料
生
産
設
備
へ
の
投
資
が
減
少
し
、
経

済
活
動
の
再
開
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
回
復
に
応
え
ら
れ
る
だ

け
の
生
産
量
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
供
給
数

量
削
減
の
効
果
を
大
き
く
し
た
。

ロ
シ
ア
の
開
戦
後
、
欧
州
諸
国
は
ロ
シ
ア
か
ら
の
化
石
燃
料
輸

入
量
、
中
で
も
依
存
度
が
高
か
っ
た
天
然
ガ
ス
の
削
減
に
乗
り
出

す
。
そ
の
た
め
発
電
部
門
で
は
石
炭
の
消
費
増
が
続
き
、
石
炭
価

格
は
史
上
最
高
値
を
何
度
か
更
新
す
る
ほ
ど
上
昇
し
た
。
Ｅ
Ｕ
は

2
0
2
2
年
8
月
に
ロ
シ
ア
産
石
炭
、
12
月
に
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
経

由
の
石
油
を
除
き
船
舶
で
輸
送
さ
れ
る
石
油
の
輸
入
禁
止
に
踏
み

切
っ
た
が
、
依
存
度
が
高
い
天
然
ガ
ス
に
つ
い
て
は
禁
輸
に
踏
み
切

れ
な
い
で
い
る
。

第
一
次
石
油
危
機
以
降
の
50
年
間
、
世
界
の
主
要
国
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
源
の
多
様
化
に
よ
り
安
定
供
給
を
確
保
し
て
い
た
。
ロ
シ

ア
の
始
め
た
戦
争
は
、
世
界
一
の
化
石
燃
料
輸
出
国
ロ
シ
ア
へ
の
依

存
が
大
き
な
リ
ス
ク
で
あ
る
こ
と
を
主
要
国
に
教
え
た
。
必
要
な
安

全
保
障
政
策
は
多
様
化
か
ら
自
給
率
の
向
上
に
変
わ
っ
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
の
影
響
を
最
も
受
け
た
Ｅ
Ｕ
、
欧
州
委
員

会
は
、
洋
上
風
力
と
太
陽
光
発
電
設
備
を
中
心
に
再
エ
ネ
の
大
幅
な

拡
充
を
通
し
、
自
給
率
向
上
と
脱
炭
素
へ
の
道
筋
を
つ
け
る
戦
略
を

立
て
て
い
る
。
た
だ
し
、
再
エ
ネ
設
備
そ
の
も
の
、
あ
る
い
は
主
要

原
材
料
の
大
半
は
中
国
か
ら
供
給
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
Ｅ
Ｕ
で

設
置
さ
れ
る
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
大
半
は
中
国
製
で
あ
り
、
風
力
発
電

設
備
の
重
要
部
品
で
あ
る
ネ
オ
ジ
ム
磁
石（
レ
ア
ア
ー
ス
磁
石
の
一

種
）も
9
割
は
中
国
製
に
な
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ロ
シ
ア
と
い
う
強
権
国
家
に
依
存
し
た
こ
と
か

ら
、
世
界
は
大
き
な
物
価
上
昇
に
直
面
し
、
供
給
不
安
に
も
襲
わ
れ

た
。
原
材
料
を
中
国
に
依
存
す
る
こ
と
は
、
同
様
の
リ
ス
ク
を
も
た

ら
す
こ
と
に
な
る
の
で
、
欧
州
委
員
会
は
域
内
で
の
原
材
料
の
生
産

を
行
う
目
標
を
掲
げ
た
法
案
を
提
示
し
、
脱
中
国
産
原
材
料
を
進
め

る
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

再
エ
ネ
設
備
に
は
、
中
国
産
の
レ
ア
ア
ー
ス
な
ど
に
加
え
、
大
量

の
資
材
が
必
要
と
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
同
じ
発
電
量
を
得
る
に
は
、

再
エ
ネ
設
備
が
必
要
と
す
る
鉄
鋼
、
ガ
ラ
ス
、
銅
、
ア
ル
ミ
は
原
子

力
発
電
設
備
の
必
要
量
と
は
桁
が
違
う
量
と
な
る
。
安
全
保
障
の
視

点
か
ら
は
原
子
力
発
電
の
活
用
も
重
要
に
な
る
。

Ｅ
Ｕ
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
向
上
、
電
気
料
金
の
安
定
化
、

脱
炭
素
の
た
め
原
子
力
発
電
が
必
要
と
考
え
る
国
も
増
え
て
き
た
。

今
年
2
月
末
に
は
原
子
力
発
電
を
推
進
す
る
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ

な
ど
Ｅ
Ｕ
の
11
カ
国
が
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
原
子
力
同
盟
を
結
成
し
、

小
型
モ
ジ
ュ
ー
ル
炉（
S
M
R
）な
ど
に
つ
い
て
協
力
体
制
を
築
く
こ
と

に
な
っ
た
。

Ｅ
Ｕ
各
国
が
原
子
力
発
電
推
進
を
打
ち
出
し
て
い
る
背
景
に
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
不
安
と
価
格
高
騰
に
直
面
し
た
欧
州
市
民
の
間
で

の
原
子
力
発
電
支
持
の
高
ま
り
が
あ
る
。
主
要
国
で
は
最
も
脱
原
発
を

支
持
す
る
市
民
が
多
く
、
脱
原
発
を
党
是
と
す
る
緑
の
党
が
連
立
政
権

の
一
翼
を
担
う
ド
イ
ツ
は
、
2
0
2
2
年
末
の
脱
原
発
を
2
0
2
3
年

4
月
ま
で
延
期
し
た
。
今
年
初
め
の
世
論
調
査
で
は
一
時
的
な
延
長
で

は
な
く
、
継
続
利
用
を
支
持
す
る
世
論
は
7
割
を
超
え
た
。

ベ
ル
ギ
ー
は
2
0
2
5
年
脱
原
発
の
予
定
だ
っ
た
が
、
S
M
R

新
設
ま
で
支
持
す
る
声
が
43
％
、
脱
原
発
支
持
が
9
％
の
世
論
調

査
結
果
と
な
っ
た
。
ベ
ル
ギ
ー
政
府
は
脱
原
発
を
中
止
し
、
35
年

ま
で
の
利
用
を
決
め
た
。
現
在
も
原
発
が
発
電
量
の
3
割
以
上
を

供
給
し
て
い
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
新
設
ま
で
支
持
56
％
、
利
用

を
行
う
が
新
設
は
し
な
い
28
％
、
廃
止
10
％
と
な
り
、
政
府
は
原
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山や
ま

本も
と 

隆り
ゅ
う

三ぞ
う

常
葉
大
学 

名
誉
教
授

N
P
O
法
人
国
際
環
境
経
済
研
究
所
副
理
事
長
兼
所
長

香
川
県
生
ま
れ
。

京
都
大
学
工
学
部
卒
、
住
友
商
事
入
社
。
石
炭
部
副
部
長
、
地
球
環
境
部
長
な
ど
を
経

て
、
２
０
０
８
年
、
プ
ー
ル
学
院
大
学（
現
桃
山
学
院
教
育
大
学
）国
際
文
化
学
部
教
授
に
。

２
０
１
０
年
富
士
常
葉
大
学（
現
常
葉
大
学
）経
営
学
部
教
授
。
２
０
２
１
年
常
葉
大
学
名
誉

教
授
。

財
務
省
財
務
総
合
政
策
研
究
所「
環
境
問
題
と
経
済
・
財
政
の
対
応
に
関
す
る
研
究
会
」、
産
業

技
術
総
合
研
究
所「
ベ
ン
チ
ャ
ー
評
価
委
員
会
」、
経
済
産
業
省「
産
業
構
造
審
議
会
環
境
部
会 

地
球
環
境
小
委
員
会 

政
策
手
法
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」委
員
、「
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ（
気
候
変
動
に
関
す

る
政
府
間
パ
ネ
ル
） 

第
5
次
評
価
レ
ポ
ー
ト
」査
読
者
な
ど
を
歴
任
。

現
在
、
経
済
産
業
省「
二
国
間
ク
レ
ジ
ッ
ト
取
得
等
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
調
査
事
業
審
査

委
員
会
」委
員
、
国
立
研
究
開
発
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構「
民
間
主
導

に
よ
る
低
炭
素
技
術
普
及
促
進
事
業（
実
証
前
調
査
）審
査
委
員
会
」委
員
、
静
岡
県「
ふ
じ
の
く

に
未
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
会
議
」委
員
、
日
本
商
工
会
議
所
及
び
東
京
商
工
会
議
所「
エ
ネ
ル

ギ
ー
環
境
委
員
会
」学
識
委
員
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
所「
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
研
究
会
」委

員
、
日
本
電
気
協
会「
こ
れ
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
委
員
会
」委
員
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
国
際
環
境
経
済

研
究
所
副
理
事
長
兼
所
長
な
ど
を
つ
と
め
て
い
る
。

月
刊
誌『
エ
ネ
ル
ギ
ー
レ
ビ
ュ
ー
』、
ウ
ェ
ブ
マ
ガ
ジ
ン『W

edge online

』、
旬
間 

『
Ｅ
Ｐ
レ

ポ
ー
ト
』で
の
連
載
、 

ま
た
報
道
番
組
、 

書
籍
を
通
じ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
政
策
に
関
す
る
言

論
活
動
も
活
発
に
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
と

こ
れ
か
ら
の
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
と

安
全
保
障
政
策

安
全
保
障
政
策

発
の
立
地
点
に
つ
け
て
い
た
制
限
と
上
限
基
数
を
撤
廃
す
る
意
向

を
明
ら
か
に
し
た
。

Ｅ
Ｕ
は
、
脱
ロ
シ
ア
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
た
め
、
日
本
が
依
存
し
て

い
る
米
国
産
液
化
天
然
ガ
ス（
L
N
G
）、
豪
州
産
石
炭
な
ど
を
買
い

漁あ
さ

っ
て
い
る
状
態
だ
っ
た
。
幸
い
な
こ
と
に
、
昨
年
末
か
ら
今
年
2

月
ま
で
欧
州
は
異
常
な
暖
冬
と
な
り
、
加
え
て
市
民
の
節
エ
ネ
、
節

電
努
力
も
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
は
落
ち
込
み
、
高
騰
し
て
い

た
天
然
ガ
ス
、
石
炭
価
格
も
大
き
く
下
落
し
た
。
た
だ
し
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
危
機
前
の
レ
ベ
ル
に
は
戻
っ
て
い
な
い【
図
5
】。

米
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
、
欧
州
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
は
、
主
要
国
の
脱
ロ

シ
ア
の
動
き
が
続
く
た
め
今
後
数
年
間
の
化
石
燃
料
価
格
の
高
止

ま
り
を
予
測
し
て
い
る
。
大
き
な
物
価
上
昇
に
よ
り
世
界
的
な
景

気
後
退
が
引
き
起
こ
さ
れ
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
が
減
少
す
る
事
態
と

な
れ
ば
、
そ
の
限
り
で
は
な
い
が
、
景
気
後
退
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
下
落
は
喜
ば
し
い
事
態
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

Ｅ
Ｕ
は
中
長
期
の
目
標
と
し
て
再
エ
ネ
、
原
子
力
の
活
用
に
よ

り
脱
ロ
シ
ア
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
向
上
、
脱
炭
素
を
目
指
す
が
、

短
期
的
に
は
ロ
シ
ア
以
外
の
産
出
国
か
ら
化
石
燃
料
の
購
入
を
進

め
ざ
る
を
得
ず
、
L
N
G
、
石
炭
購
入
で
競
合
す
る
可
能
性
が
高

い
日
本
へ
の
影
響
も
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
日
本
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
も
多
少
下
が
る
も
の
の
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
前
の
レ
ベ
ル

に
戻
る
こ
と
は
当
面
な
い
だ
ろ
う
。

世
界
が
脱
炭
素
に
向
か
う
中
で
、
炭
鉱
へ
の
投
融
資
が
活
発
化
す

る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
欧
州
諸
国
は
脱
ロ
シ
ア
の
た
め
今
は

L
N
G
の
調
達
も
行
っ
て
い
る
が
、
大
規
模
投
資
が
必
要
な
L
N
G

の
供
給
が
需
要
を
大
き
く
上
回
る
こ
と
も
考
え
難
い
。
中
長
期
的

な
脱
化
石
燃
料
戦
略
を
取
ら
な
け
れ
ば
、
将
来
不
安
定
な
化
石
燃

料
価
格
の
影
響
を
大
き
く
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

安
定
供
給
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
、
電
気
料
金
引
き
下
げ
の
た
め

日
本
は
何
を
す
べ
き
だ
ろ
う
か
。
主
要
国
の
中
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
自

給
率
が
最
も
低
く
、
11
％
（
2
0
2
0
年
度
）し
か
な
い
日
本
に

と
っ
て
は
、
自
給
率
向
上
は
大
き
な
課
題
だ
が
、
同
時
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
引
き
下
げ
と
脱
炭
素
と
い
う
課
題
に
も
対
処
す
る
必
要

が
あ
る
。

欧
州
の
よ
う
に
送
電
線
が
連
携
し
て
い
れ
ば
再
エ
ネ
導
入
も
比

較
的
容
易
だ
が
、
日
本
で
の
連
携
は
限
定
さ
れ
る
の
で
、
安
定
供

給
を
達
成
す
る
手
段
も
同
時
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
再
エ
ネ
導

入
は
電
気
料
金
上
昇
も
招
く
。
脱
炭
素
の
た
め
に
は
再
エ
ネ
は
重

要
だ
が
、
自
給
率
、
安
定
供
給
と
電
気
料
金
の
観
点
か
ら
は
既
存

原
発
の
再
稼
働
を
急
ぐ
こ
と
が
必
須
だ
。

経
済
成
長
の
た
め
に
は
競
争
力
の
あ
る
電
気
料
金
は
重
要
だ
。

日
本
経
済
復
活
、
働
く
人
た
ち
の
給
与
引
き
上
げ
の
カ
ギ
の
一
つ

は
、
競
争
力
の
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
に
あ
る
。
今
は
国
民
も
産

業
も
競
争
力
の
あ
る
電
気
料
金
を
享
受
で
き
る
か
ど
う
か
の
正
念

場
に
あ
る
。


